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KAKEHASHI Project 招へいプログラム  

一般交流（高校生、大学生）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、米国より高校生、大学生ら計 77 名が

来日し、日本の政治、社会、歴史、文化および外交政策に関する理解促進や、日本の魅

力等の積極的な発信を目指し、平成 27年 10 月 14 日から 10 月 21 日までの 7泊 8日の

日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

米国 （77 名） 

 

３．訪問地 

東京都、千葉県、埼玉県、福島県 

 

４．日程    

10 月 14 日（水） 

成田国際空港より入国 

   

10 月 15 日（木）～10月 20 日 

来日オリエンテーション 

【日本の外交政策に関する講義】外務省北米局 

【学校交流】国立大学法人 埼玉大学 

【歴史的建造物視察】浅草寺 

 

地方プログラム 

＊千葉県 

【地方自治体表敬】鴨川市役所 

【文化体験】明光山 神蔵寺、（浴衣着付け・茶道体験） 

【地場産業】鴨川市農林業体験交流協会 みんなみの里 

【ホームステイ】（農家民泊）対面式、歓送会 

【自然・環境・講義】大山千枚田、鴨川シーワールド 

【ワークショップ】 

【最先端技術】東京湾アクアライン・海ほたる 

 

＊福島県 

【地方自治体表敬】南会津町役場 

【学校交流】南会津高校 
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【ホームステイ】対面式、伊南の郷 稲刈り体験、たのせふるさと公園 BBQ、歓送会 

【伝統文化体験】前沢曲家集落 

【最先端技術】住田光学ガラス 

 

10 月 20 日（火） 

東京へ移動 

【成果報告会】訪日成果・帰国後活動計画発表 

 

10 月 21 日（水） 

【歴史的建造物視察】浅草寺 

成田国際空港より出国 

 

５．プログラム記録写真  

  

10 月 15 日 【地方自治体表敬】南会津町役

場（福島県） 

10 月 16 日 【地方自治体表敬】鴨川市役所

（千葉県） 

  

10 月 17 日 【ホームステイ】伊南の郷 稲

刈り体験（福島県） 

10 月 18 日【自然・環境・講義】大山千枚

田（千葉県） 
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10 月 19 日 【環境・講義】鴨川シーワール

ド（千葉県） 

10 月 19 日【最先端技術】住田光学ガラス（福

島県） 

 

６．参加者の感想   

 

◆ 米国 大学生 

 日本滞在中に特に印象深かったのは、日本の社会全体です。日本で出会った人々は、皆非常

に親切で思慮深く、アメリカから来ると、それが大変印象に残り、圧倒されます。住田光学ガラス

工場への視察や芝浦工科大学の学生との交流を通して、日本の先端技術がいかに進んでいる

のかについても驚かされました。今回の訪日で日本の文化と伝統が大好きになりました。 

 

◆ 米国 大学生 

 日本は天然資源が乏しい国であるにもかかわらず、経済が発展していることが強く印象に残り

ました。その大きな要因は、仕事が尊ばれ、雇い主が従業員の面倒をよく見るからだと思います。

これは、米国では欠如していることであり、我々は日本から学ばなければなりません。また、人々

がお互いに敬意を持って接していることは、大変重要であり、他の文化よりも突出している点であ

ると思います。組織や几帳面さは特に印象的でした。このような特徴は日本以外に見ることはでき

ないと思います。犯罪率が低いのも、組織だった社会をもち、現在のような秩序の維持を達成した

ことに関係があると思います。以上のような点が、印象的だったことで、文化の重要さをも再認識

させられました。 

 

◆ 米国 大学生 

 日本に滞在中、最も印象深かったのは、日本の人々です。日本人は、おもてなしの心をもち、

思慮深く、そしてとても勤勉です。精一杯、人を受け入れる姿勢に驚きました。しかし、日本につい

て印象付けられたのはそのことだけではありません。日本の景色は息をのむように美しく、これま

での人生で、こんなに多くの緑や山々を見た事がありませんでした。どこへ行っても、棚田や海な

ど素晴らしい景色が広がっていることに圧倒されました。最後に、誇るべき伝統と人々の祖先を敬

う気持ちが深く心に残りました。人々は敬虔で、文化を残し、そして繁栄させる努力をしています。 
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◆ 米国 大学生 

日本の美しさは息をのむものがあります。山々の変わり行く風景だけではなく、日本人の心にも

その美しさを見ることができました。一つの場所において、これほど多くの親切な人に会ったことは

ありません。見知らぬ人に囲まれると、居心地の悪さを感じることも多いのですが、この社交的で

控えめな国では、その不安が減りました。豊かな文化の町や大きな産業都市など、どこへ行って

も、日本人は最高の敬意と気遣いで私達に接してくれます。日本での経験を、アメリカでも広めて

いきたいと思います。 

 

７．参加者の帰国後の発信内容（報告会での）例/ 派遣国での発信内容 

  

日本での気づき アクションプラン 

  

日本での気づき アクションプラン 

  

日本での気づき アクションプラン 
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Facebook 発信 

 


